
　米軍は沖縄侵
しん

攻
こう

作戦のことを「アイスバーグ作戦」

と呼び、1945 年 1 月 6 日付で作戦計画書をまとめ、

数度の修正を加えて作戦実施に臨みました。

　この計画書は、状
じょう
況
きょう
、任務、管理、指令統制な

どについて記述した本体部分と、情報、砲
ほう
兵
へい
・艦
かん
砲
ぽう
・

航空支
し
援
えん
の計画と調整、島司令部計画、軍政府計画

などを個別に記述した 18 の付属文書から構成され

ています。綿密に計画された沖縄攻攻作戦の全容を

知ることができる文書です。

　1945 年 3 月 26 日、米第 77 師団は、沖縄島上陸に先だって

阿嘉島、慶良間、座間味島に上陸しました。同 29 日、米軍は

慶良間諸島全域を占
せん
領
りょう
しました。また、空中写真を解

かい
析
せき
する

などして、読谷の渡
と
具
ぐ
知
ち
浜を沖縄島上陸の最適地点とし、入念

な掃
そう
海 
かい
作業の後、4 月 1 日、予定通り読谷から北谷にかけての

海岸に上陸を開始しました。

沖縄侵攻作戦の立案

［国防総省 /陸軍 / 戦闘地域関連文書］　「Tentative Operations Plan I - 45 Iceberg [1 of 3]」

アイスバーグ作戦計画書第 1章―状況「概要」より　1945 年 1月 6日 

資料コード 0000111468

［国防総省 /海兵隊文書 ]　「米国立公文書館蔵 米海兵隊写真資料  21」

　沖縄本島への艦砲射撃の様子

1945 年 4月 1日　資料コード 00000107888　写真番号  83 -06-4

アイスバーグ作戦では、数種類の地図を作成して各部隊に配布しました。

この縮尺 2万 5千分の 1の戦術用地図には地勢と地形の特徴、日本軍の施設などが記入

され、攻撃目標の位置を特定するために使用されました。

［土地対策室 /土地利用対策課 /地籍調査分室文書］

　「アイスバーグ作戦 ( 沖縄戦 ) 戦術用地図 2 万 5千分の 1　YONABARU SW　与那原 南西 再版」

1945 年 1月　資料コード 0000059013（表）　0000062719（裏）

▶アイスバーグ作戦全容

▶沖縄上陸

アイスバーグ作戦の目的は、

(1) 沖縄に軍事基地を確立すること

(2) 東シナ海から中国沿岸及び揚
よう
子
す
江
こう
流域にわたる海路および空路の安全性を確立すること

(3) 日本に対して間断ない圧力をかけること、とされました。


